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1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 4,705 △7.3 △23 ― △23 ― △37 ―

30年3月期第2四半期 5,073 4.3 138 △4.8 158 19.2 83 △28.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 △1.72 ―

30年3月期第2四半期 3.84 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 22,427 11,174 49.8

30年3月期 21,468 11,125 51.8

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 11,174百万円 30年3月期 11,125百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 6.00 6.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,100 0.3 20 △90.3 10 △95.6 100 △20.3 4.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 21,974,000 株 30年3月期 21,974,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 146,944 株 30年3月期 146,713 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 21,827,160 株 30年3月期2Q 21,827,933 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「(３)業績予想等の将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績と設備投資の増加並びに個人消費も緩やかに回復

し、景気は比較的安定して推移しました。一方で、米中貿易摩擦の過熱等の世界情勢による景気後退が懸念されて

おり、先行きについては不透明感が増しています。

化学工業におきましては、設備稼働は引き続き高稼働を維持しており、市況は高水準で推移しているものの、原

油相場の上昇に伴う石化製品の値上げや為替動向等、先行きは予断を許さない状況にあります。

このような状況下、当社は平成29年3月期を起点とする３ヵ年の中期経営計画を基に、『「世界で存在感のあるフ

ァインケミカル創造企業」を目指す～「未来志向のものづくり」に挑戦～』を基本方針に掲げ、重点施策及び各種

経営課題への取り組みを行っているところであります。

　当第２四半期累計期間の業績状況といたしましては、売上高は前年同四半期比7.3％減の4,705百万円となり、売

上高の減少及び売上原価率の上昇に伴い営業損失は23百万円、経常損失は23百万円、四半期純損失は37百万円とな

りました。

製品区分ごとの販売の状況は次の通りであります。

　（単位：百万円）

平成30年３月期第２四半期累計期間 平成31年３月期第２四半期累計期間

国内 輸出 合計 構成比(%) 国内 輸出 合計 構成比(%)

アミノ酸関係 535 1,247 1,783 35.2 572 1,298 1,870 39.8

化成品関係 1,472 252 1,724 34.0 1,369 254 1,623 34.5

医薬品関係 1,079 486 1,565 30.8 812 397 1,210 25.7

合 計 3,087 1,986 5,073 100.0 2,755 1,950 4,705 100.0

構成比(%) 60.9 39.1 100.0 58.6 41.4 100

（注） 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

【アミノ酸関係】

アミノ酸の輸出は減少したものの、ビタミン原料の輸出が増加したため、売上高は1,870百万円と前年同期と比

べ87百万円(4.9％)の増収となりました。

　

【化成品関係】

一部の特殊触媒やタイヤコード接着剤用原料等の国内販売が減少したため、売上高は1,623百万円と前年同四半

期と比べ101百万円(5.9％)の減収となりました。

【医薬品関係】

新薬中間体の輸出が減少し、既存薬やジェネリック原薬の一部で国内販売が減少したため、売上高は1,210百万

円と前年同四半期に比べ354百万円(22.6％)と大幅な減収となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態に関する分析

当第２四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、次の通りであります。

（流動資産）

当第２四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から375百万円増加し、8,894百万円となりました。これは

主に、現金及び預金、製品の増加と、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から584百万円増加し、13,533百万円となりました。これは

主に、建物、機械及び装置、投資有価証券の増加と、建設仮勘定の減少によるものであります。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から1,168百万円増加し、6,920百万円となりました。これ

は主に、短期借入金の増加によるものであります。
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（固定負債）

当第２四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から258百万円減少し、4,332百万円となりました。これは

主に、長期借入金の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末から48百万円増加し、11,174百万円となりました。これ

は主に、その他有価証券評価差額金の増加と、利益剰余金の減少によるものであります。

　

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は1,150百万円となり、前事業年度末

に比べ256百万円増加いたしました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により増加した資金は666百万円(前年同四半期は434百万円の増加)となりました。これは主に、減価償

却費432百万円、売上債権の減少376百万円、仕入債務の増加444百万円等による増加と、たな卸資産の増加582百万

円等による減少との差額によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果減少した資金は1,278百万円(前年同四半期は1,413百万円の減少)となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出1,270百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により増加した資金は867百万円(前年同四半期は573百万円の増加)となりました。これは主に、短期借

入金による増加1,300百万円と、長期借入金返済による支出289百万円等との差額によるものであります。

　

（３）業績予想等の将来予測情報に関する説明

現時点における当社の平成31年３月期通期の業績予想につきましては、平成30年５月15日に発表いたしました予

想値を修正しております。通期業績予想の詳細は、本日発表の「平成31年３月期第２四半期(累計)業績予想と実績

との差異及び通期業績予想の修正並びに特別利益の計上に関するお知らせ」をご参照願います。

（通期業績予想）

売上高 10,100百万円

営業利益 20百万円

経常利益 10百万円

当期純利益 100百万円
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 964 1,220

受取手形及び売掛金 3,192 2,816

製品 2,644 3,171

仕掛品 544 484

原材料 965 1,080

その他 208 122

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,519 8,894

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,427 2,503

機械及び装置（純額） 1,499 3,509

土地 3,110 3,110

建設仮勘定 3,318 63

その他（純額） 973 1,497

有形固定資産合計 10,329 10,684

無形固定資産 89 76

投資その他の資産

投資有価証券 2,335 2,648

その他 193 123

投資その他の資産合計 2,529 2,772

固定資産合計 12,949 13,533

資産合計 21,468 22,427

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,242 1,555

電子記録債務 236 367

短期借入金 2,000 3,300

1年内返済予定の長期借入金 579 579

未払法人税等 62 20

賞与引当金 188 140

設備関係電子記録債務 587 537

その他 855 418

流動負債合計 5,751 6,920

固定負債

長期借入金 2,806 2,516

再評価に係る繰延税金負債 600 600

退職給付引当金 919 940

資産除去債務 14 14

その他 250 259

固定負債合計 4,590 4,332

負債合計 10,342 11,253
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,471 3,471

資本剰余金 3,250 3,250

利益剰余金 3,348 3,179

自己株式 △47 △47

株主資本合計 10,022 9,853

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 935 1,153

土地再評価差額金 168 168

評価・換算差額等合計 1,103 1,321

純資産合計 11,125 11,174

負債純資産合計 21,468 22,427
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日

　至 平成30年９月30日)

売上高 5,073 4,705

売上原価 4,025 3,815

売上総利益 1,048 889

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 187 196

賞与引当金繰入額 43 34

研究開発費 188 213

その他 489 467

販売費及び一般管理費合計 909 912

営業利益 138 △23

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 38 40

雑収入 13 12

営業外収益合計 52 53

営業外費用

支払利息 21 26

支払手数料 5 22

雑損失 6 4

営業外費用合計 33 53

経常利益 158 △23

特別損失

固定資産除却損 34 16

特別損失合計 34 16

税引前四半期純利益 123 △40

法人税等 40 △2

四半期純利益 83 △37

決算短信（宝印刷） 2018年10月30日 09時37分 8ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）

－6－



有機合成薬品工業株式会社(4531) 平成31年３月期 第２四半期決算短信

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日

　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 123 △40

減価償却費 320 432

賞与引当金の増減額（△は減少） 11 △47

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 21

固定資産除却損 34 16

受取利息及び受取配当金 △39 △40

雑収入 △13 △11

支払利息 21 26

雑損失 2 0

支払手数料 5 22

売上債権の増減額（△は増加） 77 376

たな卸資産の増減額（△は増加） △432 △582

仕入債務の増減額（△は減少） 386 444

未払又は未収消費税等の増減額 △87 89

その他 △18 △18

小計 428 690

利息及び配当金の受取額 39 40

利息の支払額 △22 △27

補助金の受取額 6 －

その他 3 △12

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △20 △24

営業活動によるキャッシュ・フロー 434 666

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,388 △1,270

有形固定資産の除却による支出 △15 △9

貸付金の回収による収入 1 1

無形固定資産の取得による支出 △16 －

その他固定資産の取得による支出 △0 △0

その他固定資産の解約による収入 5 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,413 △1,278

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,300

長期借入れによる収入 1,050 －

長期借入金の返済による支出 △333 △289

リース債務の返済による支出 △12 △12

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △129 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー 573 867

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △405 256

現金及び現金同等物の期首残高 1,269 894

現金及び現金同等物の四半期末残高 864 1,150
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

　

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

（重要な後発事象）

（投資有価証券の売却）

当社は、保有する投資有価証券の一部(上場有価証券１銘柄)を平成30年10月に売却しました。これにより、平

成31年３月期第３四半期において投資有価証券売却益として168百万円を特別利益に計上します。
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